
平成 27 年  インターグループホーム事業計画 

 

事 業 所 名 社会福祉法人みのり福祉会インターグループホーム 

施設長・管理者 施設長：阪本 亜百美    管理者：河崎 光恵 

実 施  事  業 地域密着型（介護予防)認知症対応型共同生活介護 

開 設 年 月 日 平成 17 年 12 月 1 日 

所    在   地 鳥取県倉吉市福守町４０７－１２ 

正 規 職 員 数 ２名 

臨 時 職 員 数 １２名 

パート職員数 ２名 

定     員 １８名 

職 員 配 置 
施設長 1 名 (兼務 ) 管理者 1 名 介護支援専門員 1 名      

介護職員 13 名   清掃員 1 名 

 

１ 基本方針 

認知症になっても、地域の中であたりまえの暮らしができるように、ご利用者様の

個性を尊重し、家庭的な環境のもとでお一人おひとりの力を引き出せるよう支援しま

す。ご利用様の心身の状態を把握し、医療機関と連携を図りながら適切な対応に努 

めます。 

地域の一員として、地域活動を通じ馴染みの関係築き、大切にしていきます。 

 

２ 運営方針 

（１）御利用者様の今までの生活を把握し、その人らしい生活ができるよう支援します。 

（２）アセスメントを行い、お一人おひとりの持っている力を引き出せるよう支援しま

す。 

（３）個人を尊重し、側面からご利用者様を支え、思いを大切にすることで、安心感が

得られるよう支援します。 

（４）ご利用者様の心身の状態を把握し、安心で適切な医療が受けられるよう支援しま

す。 

（５）地域との関わりを大切にし、地域の一員として様々な人々との交流が図れるよう

努めます。 

（６）提供するサービスの質の評価を行い、改善を図るよう努めます。 

  

３ 主な事業活動 

（１）施設整備計画 

 ① エアコン２台取替     ２４０千円 

 ② 冷凍冷蔵庫２台取替    ４００千円 

 ③ ２階 IH ヒータ取替    １２０千円                                                                           

（２）事業活動 

  ① 創立記念式典 



   12 月 1 日の創立 10 周年記念をご利用者様、家族様と共にお祝いします。            

  保育園児の太鼓や地域の方をお招きして、職員の手作り料理や積極的に地域 

交流を行います。 

  ② 春の収穫祭              

ご利用者様と一緒に畑作りをしながら、春に収穫のお祝いをして、作る楽し 

みや収穫の喜びをご家族様と一緒に肌で感じていただく。収穫した野菜でバー 

ベキューを行い地域との交流を図り、地域に開けた施設作りを目指していきま 

す。 

 

４ 安全管理・衛生管理 

（１）ご利用者様が安心・安全に生活していただけるよう、事故防止をはじめ設備・ 

備品の安全管理を行いながら、環境整備に努めます。 

（２）衛生管理・衛生教育を行い、感染症予防の周知、徹底を図ります。 

 

５ 防火・防災・救助体制 

  災害対応マニュアルにより、防災及び災害時の人命の安全、被害の軽減を図ります。 

（１）ご利用者様の安全を第一に、防火管理者が現状に即した防火・防災・避難訓練の 

計画実施を行います。  

（２）防災活動への参加、地域防災情報の把握等、有事に迅速な対応ができる環境整備

を行います。 

 

６ 職員の資質の向上と研修 

  施設内外の各種研修を通じて職員の資質の向上を図ると共に、専門知識及び技術の 

向上を目指します。 

（１）外部研修・発表会への参加                            

  認知症実践者研修、介護専門職研修等への参加を通じ、知識や技術の習得に努め

る施設と共に、モチベーションアップを図ります。 

（２）法人内部研修への参加 

  法人内の研修は、研修内容に応じた職員が参加し必要な知識、介護技術を習得し

ます。 

（３）施設内研修の実施 

 ① 年間計画に沿った施設内勉強会の実施や、外部研修で学んだことの伝達研修な

ど行い、個々のスキルアップを目指します。 

② 新規採用職員など実務経験の少ない職員については、知識や技能、経験の高い

職員により実務を通じた研修を行い、職員全体のレベルアップを図ります。 

（４）職員の資格取得のための取組 

   介護福祉士などの資格取得を奨励し、知識及び実技の習得について既得職員等に

よる支援に努めます。 

 

７ 各種団体との地域交流                           

① 利用者様とご家族様や保育園、地域・団体等との交流の場を設ける等しながら、 



     社会の一員として積極的に社会交流が図れるよう努めます。 

 ② グループホームが立地する地域へ積極的に出向き、地域住民の方の理解と協力体

制の確立を目指していきます。 

 ③ 地域住民、各種団体、保育園等との交流を積極的に取り入れ、地域に開かれた 

グループホーム作りを推進していきます。 

 ④ 学生、ボランティア等の奉仕の場を提供することにより、グループホームでのご 

利用者様の理解が深まるよう努めます。 

  

８ 年間行事計画等 

   別紙のとおり 


